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歴史まちづくりシンポジウム 第 2 弾 

 

西大畑・旭町地区には、お屋敷や洋風建

築が多数残されています。古町や下町と並

んで、新潟市の歴史まちづくりにとって、

重要な地区のひとつであり、今後の整備と

活性化が期待されます。 

一方、心配される事態も立て続けに起き

ています。旧副知事公舎を活用して営業し

ていた「海の洋館 ネルソンの庭」は、

2019 年 7 月の火災以来、休業していました

が、11 月に閉店が発表されました。また、

旧市長公舎を活用した「安吾 風の館」

は、老朽化を理由に、旧消防署跡地か旧大

畑少年センター跡地に整備する公民複合施

設に移転する計画が検討されています。 

これら 2 つの公舎建築は、いわゆる洋館

付き和風住宅の中でも、比較的古い大正期

のもので、全国的にみても貴重な文化遺産

です。また、旧日本銀行新潟支店長役宅を

活用した砂丘館や、旧新潟師範学校記念館

を活用した新潟大学あさひまち展示館など

とともに、西大畑・旭町地区の核となる重

要なまちづくり資源です。 

新潟まち遺産の会では、2019 年 6 月に設

立 15 周年記念シンポジウム「『歴史まちづ

くり』の未来」を開催しました。その後、9 月

には味方、岩室、下町、西大畑、古町などで

活動する団体と当会が協力し、新潟歴史まち

づくり推進協議会を設立しました。そこで、

今回は、歴史まちづくりシンポジウム第 2 弾

として、「西大畑旭町かいわい」の未来を考

えます。 

 

 

会場：砂丘館（新潟市中央区西大畑町 5218-1） 

定員：40 名 

参加費：500 円（新潟まち遺産の会会員は無料） 

申し込み 新潟まち遺産の会 事務局  

FAX:025-228-2537  Email: chanoma@machi-isan.sakura.ne.jp 

 

1/12（日） 

14：00-16：30 (受付開始 13：30) 

プログラム 

 

■解説 西大畑・旭町地区の価値と歴史まちづくりの手法 

講師：岡崎篤行（新潟大学教授、新潟まち遺産の会副代表、古町花街の会副会長、新潟歴史まち

づくり推進協議会副会長） 

 

■パネルディカッション 西大畑旭町かいわいのこれから 

パネリスト 

・徳永健一氏（NSG 美術館顧問、

郷土の文化に親しむ会会長）

橋本博文氏（新潟大学名誉教授）・馬場大輔氏（北方文化博物館営業課長、旧齋藤家別邸周

・坂口綱男氏（安吾 風の館館長）

コメンテーター 岡崎篤行 コーディネーター 大倉宏（新潟まち遺産の会代表、

新潟歴史まちづくり推進協議会会長、砂丘館館長） 

 

主催：新潟まち遺産の会 共催：新潟歴史まちづくり推進協議会、新潟大学都市計画研究室 

後援：新潟市（申請中）、（公社）新潟県建築士会、（公社）日本建築家協会関東甲信越支部新潟地域会、新潟商工会議所、NPO 法人全

国町並み保存連盟、新潟県まちなみネットワーク、旧齋藤家別邸周辺地区景観形成推進会、郷土の文化に親しむ会 (予定含む) 
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■会場には駐車場がありません。また周辺の道路は

駐車禁止です。公共交通機関等をご利用下さい。 

■新潟駅からのバス・浜浦町線 C2 系統又は観光循

環バス「西大畑坂上」バス停下車徒歩 1 分。 

■新潟市西堀地下駐車場をご利用の方は、駐車券提

示で 1 時間分の無料券を差し上げます。 

辺地区景観形成推進会）


